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◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、商品の材料および加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は
　交換させて戴きます。但し、正しい取り付け、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の
　費用は対象となりません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

正しく安全にご使用頂くために

特徴

ＴＹＰＥ―１
Ｒ―ステージ　８８ｃｃ ボアアップキット　取扱説明書

・この度は、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。ご使用になられる前に必ずこの説明書をよくお読み頂いて内容を把握
　下さいます様お願い致します。
・取り付け前には、必ず製品内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。
・当製品は上記車体番号以降の車両専用となっております。上記番号以前の車両には、ピストン寸法が異なるため取り付け出来ませんのでご注意
　下さい。
・当製品を組み付けた車両を一般道路で運転するには自動二輪小型限定以外の免許を取得されている方に限られます。又、市町村役場へ原付一種
　から原付二種への変更届を提出し、任意保険及び強制賠償保険は、排気量増大の申請手続きを行なって下さい。
・作業を行う際は必ず各車種専用のホンダサービスマニュアルを参照し確実に行って下さい。又、この説明書やサービスマニュアルは基本的な技能
　や知識を持った人を対象としていますので技能や知識を持っていない人が作業を行った場合、正しく組み付け出来ない場合があります。
・Ｒ―ステージヘッドは、従来型レギュラーヘッドとの部品の互換性はありません。単品部品は必ずＲ―ステージ専用品をご使用下さい。
・当製品を単独で使用した場合、本来の性能が発揮出来ません。必ずエンジンに見合ったキャブレター、マフラーに交換して下さい。
・排気量を増大した場合、スーパーオイルポンプ、ダイハードαカムチェーンへの変更をお薦めします。
・スパークプラグは、６Ｖ車（ＮＧＫ）Ｃ８ＨＳＡ／（ＤＥＮＳＯ）Ｕ２４ＦＳ－Ｕ、１２Ｖ車（ＮＧＫ）ＣＲ８ＨＳＡ／（ＤＥＮＳＯ）Ｕ２４Ｆ
　ＳＲ－Ｕを基準とし、プラグの焼け具合により熱価を決定して下さい。
・燃料は必ず無鉛のハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。
・エンジン回転計を取り付け必ず指示されたエンジン回転数を守ってご使用下さい。
・セルモーター始動による車両につきましては、バッテリーが満充電の場合でもセル始動が困難になる場合があります。

従来型レギュラーヘッドに対しバルブステム径を５．５ＭＭから５ＭＭに変更し、バルブスプリングを不等ピッチタイプとする事により、高回転時
のバルブ追従性を向上させ、サージング限界点を引き上げています。カムシャフトはニュープロフィールの新設計で両端ボールベアリングタイプを
採用し、フリクションロス低減と高出力化を計っています。又、ピストンは好評の３本リングを設定しています。

商品番号　０１―０５―１３７３（中高速タイプカム　Ｒ１０）
　　　　　０１―０５―１３３７（高速タイプカム　　Ｒ２０）

適応車種及びフレーム番号
　　　　　モンキー／ゴリラ：Ｚ５０Ｊ―１６００００８～

　　　　　モンキーＢＡＪＡ：Ｚ５０Ｊ―１７００００１～

　　　　　モンキーＲ／ＲＴ：ＡＢ２２―１００００１７～
　　　　　ＣＤ５０　　　　：ＣＤ５０―１５００００１～

　　　　　ベンリィ５０Ｓ　：ＣＤ５０―２２００００５～

　　　　　ベンリィＣＬ５０：ＣＤ５０―４０００００１～
　　　　　ＪＡＺＺ　　　　：ＡＣ０９―１００００３０～

　　　　　マグナ５０　　　：ＡＣ１３－１００００１０～

　　　　　ＤＡＸ５０　　　：ＡＢ２６―１０００００１～

 ・作業等は必ず冷間時（３５°以下）に行って下さい。エンジンやマフラーが冷えていない状態で作業を行った場合、火傷の原因となります。
 ・作業を行う際は、必ずその作業に適した工具を用いてボルト、ナット類は必ずトルクレンチを使用し指定トルクで確実に締め付けて下さい。
　 ※シリンダーヘッドは、必ず指定トルクで増し締めを行って下さい。
 ・キット内部品及び指示された部品以外の使用や加工、他社製品との組み合わせ等は一切行なわないで下さい。部品を破損させる可能性があり
　 ます。
 ・ガソリンは非常に引火しやすいため作業は火気厳禁とし、裸火や電気のスパークによる火花にも十分注意して下さい。又、蒸発したガソリン
　 は爆発の危険性があるため通気の良い場所で作業を行って下さい。
 ・エンジン回転数は必ず１２０００ｒｐｍ以下でご使用下さい。過回転させた場合、部品の摩耗やエンジンを破損させる可能性があります。
 ・走行前には必ず各部を点検し、ボルト、ナットの緩みやオイル漏れ等の有無を確認して下さい。又、走行中異常が発生したと思われる場合　
　 は、直ちに車両を安全な場所に停車させ異常箇所の点検を行って下さい。

注意 下記内容を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。
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～商　品　内　容～

〒５８４－００６９
　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号
TEL ０７２１－２５－１３５７
FAX ０７２１－２４－５０５９
URL　http://www.takegawa.co.jp

２ ３４

５

６

７

８

９

１０

１

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

番号 部品内容 数量 番号 部品内容 数量
１ シリンダーヘッドＣＯＭＰ． １ １２ シリンダーヘッドガスケット １
２ カムスプロケット １ １３ ラバーパッキン　１６ｍｍ ２
３ ノックピン １ １４ ラバーガスケット　７.５ｍｍ １
４ ソケットキャップスクリュー　５×１２ ２ １５ シリンダーヘッドカバーガスケット １
５ バルブロッカーアーム ２ １６ Ｒ．シリンダーヘッドサイドカバーガスケット １
６ アルミシリンダーＣＯＭＰ． １ １７ Ｌ．シリンダーヘッドサイドカバーガスケット １
７ ピストン １ １８ インレットパイプガスケット １
８ ピストンリングセット １ １９ エキゾーストパイプガスケット １
９ ピストンピン １ ２０ カムシャフトＣＯＭＰ． １

１０ ピストンピンサークリップ ２ ２１ 原付２種マークセット １
１１ シリンダーガスケット １
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～シリンダー取り付け要領～

○ピストンピンサークリップの合
　い口は、ピストンピン穴の切り
　欠き部を避け、ピストンに対し

　て上下方向に合わせます。

○ピストンリング部及び、ピスト
　ンピン部をエアブローし、異物
　の噛み込みが無い事を確認しま
　す。

○ピストンの片方にピストンピン
　サークリップを取り付けます。

○ピストンリング溝にオイルを塗
　布し、図を参考にしてピストン
　リングを取り付け、合い口を合
　わせます。

○ピストンピン及び、コネクティン
　グロッド小端部穴にモリブデン溶
　液を塗布します。

○ピストンのＩＮ文字がある方をイ
　ンテークに向け、コネクティング
　ロッドにピストンを取り付けます。

○クランクケースのシリンダーベー
　ス面をきれいに脱脂し、ノックピ
　ン穴に、ノックピン８×１２を取
　り付けます。

○クランクケースのスリーブホール
　部、カムチェーンホール部にきれ
　いなウエスを詰め込み、ピストン

　ピンサークリップを取り付けます。

○詰めていたウエスを取り外します。

○クランクケースのシリンダーベー

　ス面にキット内の部品のシリン　
　ダーガスケットを取り付けます。

○アルミシリンダーのボア内全周に
　オイルを塗布します。　

○クランクケースのシリンダーベー
　ス面のオイルリターン穴部にキッ
　ト内の新品のラバーパッキンブ　
　ラックを取り付けます。

○カムチェーンガイドローラーをカ
　ムチェーンの間に入れます。

○アルミシリンダーをスタットボル
　トに差し込みます。

○シリンダーヘッドを取扱説明書
　従い取り付けます。

○カムチェーンガイドローラーと、
　シリンダーサイドボルトを仮締
　めします。

○ピストンリングの合い口がずれな
　い様、ピストンリングを圧縮しな

　がらシリンダーを取り付けます。
　注意：ピストンリングを損傷しな
　　　　い様、注意する事。

合い口

サイドレール

トップリング

セカンドリング

エキスパンダー

ピストン

断面に注意！！

トップリング

サイド
 レール

セカンドリング

エキスパンダー

１２０°

１２０°
１２０°

６０° ６０°

ＩＮ

M O - O I L

N E W

N E W

N E W

N E W
○シリンダーサイド部のクランク
　ケースと結合するオリジナルの
　６角ボルトを仮締めします。
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～シリンダーヘッド取り付け要領～
○オリジナルのシリンダーヘッド
　のロッカーアームシャフトと　
　ロッカーアームのアジャストボ
　ルト及びアジャストナットを取

　り外します。

○キット内のロッカーアームに、　

　取り外したアジャストボルトに
　エンジンオイルを塗布し、取り
　付けます。

○専用のカムシャフトの両端のベ
　アリングにエンジンオイルを塗
　布します。

○シリンダーにキット内の８×１４
　のノックピンをノックピン穴に　

　セットします。

○シリンダー上面をよく脱脂します。

○シリンダーに、キット内のシリン
　ダーヘッドガスケット、ラバー　
　パッキン（グリーン・ブラック）
　を取り付けます。
　Ｖシリンダーの場合、ラバーパッ

　キンは必要ありません。

○ピストンを上死点に合わせ、シリ
　ンダーヘッドを取り付けます。

○カムチェーンがクランクケース内
　に落ちない様に固定しておきます。

○カム山にモリブデン溶液を塗布
　します。

○キットのシリンダーヘッドにカ

　ムシャフトをセットします。

○オリジナルのロッカーアームシャ
　フトにモリブデン溶液を塗布し、　
　ロッカーアームシャフトのネジ部
　を外側に向け、ロッカーアームを

　取り付けます。

○シリンダーヘッドにシリンダー　
　ヘッドカバーガスケットをセット
　します。

○シリンダーヘッドカバーのマーク
　をＥＸにセットし、スタットボル

　トネジ部に少量のアルミスペシャ
　ルを塗布し、シーリングワッシャ
　とナットを取り付けます。
　（エンジンを前から見て左下に、銅
　ワッシャ、残りがスチールワッ　
　シャ、　右下にに６角ナット、残り
　がふくろナットを各位置に取り付
　ける。）

○シリンダー部のサイドボルト及
　びシリンダーヘッド部のサイド
　ボルトを規定トルクまで締め付
　けます。

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ＝１２Ｎ・ｍ
　　　　　　（１．２ｋｇｆ・ｍ）

○カムチェーンガイドローラーの
　ボルトを規定トルクまで締め付
　けます。

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ
　　　　　　（１．０ｋｇｆ・ｍ）

○カムチェーンテンショナー部の
　サイドボルトを取り外します。

○カムシャフトのセンターにキッ
　ト内の８×１２のノックピンを
　取り付けます。N E W

N E W

O I L

O I L

M O - O I L

N E W

６角ナット

銅シーリング
　　ワッシャ

A L - S P L

○スタットボルトのナットを対角に

　２～３回に分けて規定トルクまで
　締め付けます。
　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ＝１２Ｎ・ｍ
　　　　　　　（１．２ｋｇｆ・ｍ）

M O - O I L
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☆エンジン始動☆
○イグニッションキー、ガスコッ
　クがＯＦＦになっていることを

　確認します。
○しばらくキックをし、エンジン
　各部にエンジンオイルを行きわ
　たらせます。

○プラグキャップをスパークプラ
　グに取り付けます。

○エンジンに付着した汚れをよく
　拭き取ります。

○異音など異常が無いかを確認し
　ます。

○１００ｋｍから１５０ｋｍ位ま
　で再度慣らし運転を行います。

○使用するキャブレターキットの取
　説に従いキャブレターを取り付け
　ます。

○エンジンオイルを使用するク　
　ラッチキットの指示している量
　まで入れます。

○サービスマニュアルを参照し、　
　ドライブチェーンを取り付けま
　す。

○ジェネレーターカバーを取り付

　けます。

　注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝７～１１Ｎ・ｍ
　　　（０．７～１．１ｋｇｆ・ｍ）

○カムチェーンをカムスプロケッ

　トに取り付け、キット内のカム
　スプロケットプレート、キャッ
　プスクリューＭ５×１２（黒色）
　２本を用いて取り付けます。
　（この時、キャップスクリューネ
　ジ部に少量のアルミスペシャル
　を塗布します。）
　この時、フライホイールの“Ｔ”

　マークをクランクケースの合わ
　せマークに合わせた時、カムス
　プロケットの“Ｏ”マークがシリ
　ンダーヘッドの合わせマークと
　合わせます。

○アジャストスクリューでバルブク

　リアランスを調整します。
　ＩＮ：０．０８（冷間時）±０．０３
　ＥＸ：０．０８（冷間時）±０．０３

○アジャストナットを規定トルクま
　で締め付けます。
　注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ
　　　　　　　（１．０ｋｇｆ・ｍ）

○左シリンダーヘッドカバーにキッ
　ト内の新品ガスケットを取り付け、
　シリンダーヘッド出っ張り部と左
　シリンダーヘッドカバーの合わせ
　位置を合わせて取り付け、右シリ
　ンダーヘッドカバー部からオリジ
　ナルのシーリングワッシャ、フラ
　ンジボルトを用いて取り付けます。

○取り付けたフランジボルトを規定
　トルクまで締め付けます。
　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ＝４Ｎ・ｍ

　　　　　　　（０．４ｋｇｆ・ｍ）

○オリジナルのタペットキャップに

　キット内の新品のＯリングを取り
　付け、Ｏリング部に少量のエンジ
　ンオイルを塗布し取り付け、規定
　トルクまで締め付けます。
　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ＝８～１０Ｎ・ｍ
　　　　（０．８～１．０ｋｇｆ・ｍ）

○カムチェーンテンショナー部のサ

　イドボルト穴からエンジンオイル
　を注入し、サイドボルトを締め付
　けます。
　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ＝８Ｎ・ｍ
　　　　　　（０．８ｋｇｆ・ｍ）

○サービスマニュアルを参照し、エ
　ンジンをフレームに取り付けます。
　注意：必ずマニュアルの指示を守
　　　　る事。

○クランクシャフトを固定し、カ
　ムスプロケットを固定している
　キャップスクリューを規定トル
　クまで締め付けます。
　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ

　　　　　　（１．０ｋｇｆ・ｍ）

○ドライブスプロケットを取り付け
　ます。
　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ＝１２Ｎ・ｍ

　　　　　　（１．２ｋｇｆ・ｍ）

○右サイドカバーガスケットを右
　サイドカバーにセットし、シリ
　ンダーヘッドにオリジナルのフ
　ランジボルト２本を用いて取り

　付け、規定トルクまで締め付け
　ます。
　注意：必ず規定トルクを守る事。
　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ
　　　　　　（１．０ｋｇｆ・ｍ）

○スパークプラグを取り付けます。
　プラグのネジ部に少量のアルミ
　スペシャルを塗布し、締め付け
　ます。
　注意：必ず規定トルクを守る事。

○ガソリンコック、イグニッショ
　ンキーをＯＮにし、エンジンを
　始動させます。
　警告：必ず換気のよい場所で行

　　　　う事。

○異常が無ければ３０ｋｍから
　５０ｋｍ程度慣らし運転をし、　
　再度バルブクリアランスを点検
　します。

　注意：必ず冷間時に行う事。

○慣らし運転終了後、異音やブ　
　ローバイガスなど異常が無いか
　を確認します。
　（異常がある場合は、再度エンジ
　ンを分解し、各部を点検する。）
　警告：再使用出来ないパーツは
　　　　再使用しない事。

出っ張り部

切り欠き

Ｏマーク
○３点支持クランクシャフト（３
　Ｂ）使用時はクランクシャフト

　の取り付けマニュアルの支持に
　従い、ジェネレーターカバー取
　り付けます。



CO
PY

-6- Mar./31/’06

６Ｖ車両の場合

○点火タイミングがずれていると、
　本来の性能を発揮しない上に、　
　重大な故障にもつながる恐れが
　あります。点火タイミングの点
　検と調整を行うことをお勧めし

　ます。ご自分で出来ない場合は、
　バイクショップ等で点検するこ
　とをお勧めします。

○タイミングライト（００－０１
　－００９）を用いて、アイドリン
　グ時にフライホイールの‘Ｆ’　
　マークとクランクケースの合わ
　せマークとが合っているか確認

　する。

○調整はブレーカー締付けビスを

　緩め、ブレーカープレートを少
　しずつ動かして行う。

タイミングライト

合わせマーク

ブレーカー締付けビス

ブレーカー
プレート

Ｆマーク

○調整を行った後に、クランク　
　シャフトを回してポイントの隙
　間が一番開く位置に合わせ、　　
　シックネスゲージでその隙間を
　測定する。
　ポイント隙間　０．３～０．４ｍｍ
　範囲外の場合はポイントの交換

　をする。


